
( 2026年度・大学院　看護福祉学研究科 )

臨床看護学課題研究（成人看護学）

[研究]　2年　通年　選択　60時間　2単位

《担当者名》桑原ゆみ[yumi-k@hoku-iryo-u.ac.jp]

【概　要】

　看護研究を行うことができる基礎的能力を養うことを目的に、臨床実践や文献検討などを通して、研究課題の明確化、研究計

画書の作成、データ収集と分析、論文作成、発表という一連の作業を倫理的配慮に基づいて行う。

【学修目標】

1.臨床実践や先行研究の検討により、研究課題を明確にできる。

2.研究課題に適した研究デザインを選択できる。

3.研究課題に照らして、一貫性があり実現可能な研究計画を立案できる。

4.倫理的配慮に基づいたデータ収集および分析ができる。

5.研究成果を学位論文としてまとめ、発表することができる。

【学修内容】

回 テーマ 授業内容および学修課題 担当者

研究課題の明確化 先行研究の検討に基づき、研究課題を絞り込み、明確

にする。

桑原

研究計画書の作成 研究課題に適した研究デザインと方法を検討する。 桑原

データの収集と分析 倫理的配慮に基づきデータ収集を行う。

研究目的に合ったデータ分析を行う。

桑原

論文の作成 論旨一貫性のある論文を作成する。 桑原

論文の発表 研究成果を公表し参加者と共有するために効果的なプ

レゼンテーションを行う。

桑原

【授業実施形態】

面接授業

※授業実施形態は、各学部（研究科）、学環、学校の授業実施方針による

【アクティブ・ラーニング】

導入している

【評価方法】

研究の準備状況・取り組み姿勢・研究方法の選択と実施の適切性が50％。

論文審査基準に基づく最終審査試験の評点が50％。

【学修の準備】

先行研究を精読し、疑問点や研究を進めるうえでの自己の課題を明確にして、授業に臨むこと。

【ディプロマ・ポリシー（学位授与方針）との関連】

本科目の内容は、看護学における高度な専門性と研究能力を修得するという看護学専攻博士前期（修士）課程のディプロマ・ポ

リシーに適合している。


